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中世パレルモの純粋保険契約
徐 聖 錫＊
はじめに
本研究は保険制度の成立期から現在に至るまでの保険契約の発展過程と
それにおける契約的特徴および内容を考察したものである。本論文の検討
と当時の契約状況の認識を通じて，保険学の学問的基礎を整えるのと同時
に，今後の保険契約理論の発展に少しでも役立つことを望んでいる。
特に筆者は，「中世」，「地中海地域」，「営利的保険」という三つの概念的
要索を研究の範囲とし，契約史的研究を続けてきた。本論文の内容をより
具体的に理解するためには，今まで発表した筆者の論文： 「中世バルセロ
ナの海上保険条例」（『千里山商学』第42号， 1996), 「中世地中海の保険契
約とその発展」（『千里山商学』第43号， 1997), 「中世ジェノヴァの保険契
約」（『千里山商学』第44号， 1997),「中世の保険性貸借契約」（釜山大学『釜
山商大論集』，第70輯， 1999)等を参考にして，その内容を一連の流れとし
て比較，検討してみることが望ましいと思われる。
本稿では， とりわけ中世シチリアの港であるパレルモで発見された純粋
保険契約を中心にその契約関係を検討し，それに対する保険契約史的意義
と価値を考察してみることにする。
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I. 真正の保険契約
海上保険の歴史の中で，純粋な真正の保険契約はいつ，どこで，どの様
な形態で現れたのであろうか。この点について論ずる前に考えなければな
らないことは，純粋または真正保険に対する概念的基準であろう。なぜな
ら，中世の多種多様な契約例の中で，この問いに対する結論を導出するた
めには，まず概念的規準という前提が必要であるからである。
純粋保険の定義をめぐっては，保険証券の形式，契約内容，制度的背景
等によって色々な説があるが1), その中でもここでは過去，勝呂教授の明快
な定義にもあるように“保険を目的とする，無仮装の，独立の保険契約”
という三つの条件に重点をおいて真正保険契約たる意味を付与してみた
し、2)
そ゜して，これらの条件に附合しうる契約の例は，早くは14世紀中葉のシ
チリア地域の契約で，また14世紀末のトスカナ地域の保険契約資料で発見
することができる 3)。例えば，シチリアの純粋保険の契約例は，ジェノ
(Zeno)が公開した1350-1351年の間にパレルモで締結された四つの契約
1)例えば， Goldschmidt,Schaube等は，契約の実質的な目的を重視し，解除条件付
保険契約こそ真正な保険の出発点であると述べており，他方，白杉教授は保険契約
における技術的合理性を，また小島教授は当該契約の主体及ぴ社会的制度としての
合理性を重視すべきであると主張した。（白杉三郎，『保険学総論』，千倉書房， 1949,
p.95., 小島 昌太郎，「保険学要綱」富山房， 1942,pp.228-231.) 
2)勝呂教授は，真正の保険とは“保険を自己目的とする，無偽装の，独立の契約＂
であり，それは保険前史に登場するもろもろの保険類似制度と区別されるべきであ
ると述べ，無償貸借や売買を偽装した契約がその偽装を脱ぎ棄てない限り，まだ本
当の保険とは言えないと強調した。（勝呂 弘，『損害保険論選集』，千倉書房， 1985,
p.407.) 
3) Genovaの南， Napoliの北に位置する Firenze,Pisa, Siena, Luccaなどを中心
とする地域。イタリアで発見された純粋保険契約に関する初期資料の大多数はFir-
enze, Pisaのものであった。
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証書を通じて見ることができるし，他方のトスカナの契約例は， Bensaに
よって日本においても広く知られているピサ暦1385年契約，フィレンチェ
の1397年契約が代表的である4)。
確かにこれらの契約は，保険を目的とする，無仮装の，独立の契約であ
り，それ以前の保険性貸借やジェノヴァの解除条件付保険契約とは種類の
異なるものである。但し，パレルモとトスカナ地域の保険契約の差異と言
えば，前者が13世紀末の契約例で見られるような公正人 (notari)が介入し
た保険証書 (instrumento)である反面，後者は仲立人 (sensari)によって
締結された私製の保険証券 (polizza)であることである。
しかし，それは契約の締結形態による差であり，その内容においては両
方共に上記の真正保険契約の条件に完全に附合するものである。そして，
契約の技術面においても，時間が経つにつれ，ほぼ近代的保険証券に接近
するほどの完全性を持つ契約へと発展していくことになる。
ここでは，特にトスカナの証券よりも早い時期に登場したパレルモの保
険契約と保険証書を検討し，純粋保険契約における初期的特徴と生成背景
を考察してみる。
I. パレルモの純粋保険契約
1 • パレルモの保険契約
Bensaによって， トスカナ地域の保険証券が紹介された後，純粋保険の
発生の地は14世紀末のピサ，フィレンチェ等のトスカナ地域であると伝え
られてきた。
そして，それらの資料を通じて， 14世紀末のトスカナ地域では，保険契
4) トスカナ地域のものとして現存するもっとも古い契約例としては， Melisが収集
し，公開したピサのピサ暦1379年4月13日証券，フィレンチェの1388年9月9日証
券などが挙げられる。 (F.Melis, Origini e Sviluppi delle Assicurazioni in Italia 
(secoli XIV-XVI), vol. I, Roma, 1975., p.27 (Tavola XVI), p.29 (Tavola XXI) 
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約自体を完全な独立の契約として認め，また仲立人による私製証書も拘束
力をもつ契約書として融通され，それによる同地域の保険契約はジェノヴ
ァとは異なる独自の道を歩むようになったことが分かる。
ところが， トスカナ地域でこのような純粋保険契約が行われていたとす
ると，それ以前の，イタリア以外の地域の状況はどうであったのだろうか。
例えば，教皇圏により近いイタリアの本土でそのような変化が生じ始めた
と仮定する場合，それより離れていた他の地域ではもっと早い時期に純粋
な保険契約が行われた可能性が十分にあるからである。
特に，そのような疑問の背景になりうるのが，第一にトスカナ地域で純
粋保険制度が生成していたと仮定する場合，その変化過程には，前段階と
してのそれに近い契約形態，或いは変化のきっかけになる資料が存在する
はずであるが，イタリアにおいてはそのような契約の痕跡があまり見当た
らないことである丸
第二に海上保険は隔地間の航海を対象をする場合が多く，契約における
国際性が強調されると言える6)。この場合，ジェノヴァ以外の国家間，或い
は異教徒の国との取引においてもジェノヴァのような教皇による制約的禁
制が影響を及ぼしたであろうか。もし，そうであったとすれば，それはと
ても理に適わない推論であると言えよう。
しかし，そのような疑問に対して，納得できる答えや反証資料は20世紀
の始めまで現れることはなかった。そして，一般的に海上保険の発展過程
は，冒険貸借からジェノヴァのような仮装性保険契約へ，またその後のト
スカナの純粋保険契約の登場へといった直線的な概念で認識されてきた。
ところが， 20世紀に入って，イタリアの学者， Zenoは従来の保険史研究
に波紋を呼ぴ起こす重要な資料を公開した。 1936年， Zenoは，シチリアの
5)例えばジェノヴァの解除条件付契約とトスカナ地域の契約とは，内容，形態面で，
全く巽なる性格のものであり，解除条件付契約からそのまま純粋保険契約が生成さ
れたとは考えられないからである。
6)亀井利明，『海上保険概論』，成山堂， 1996,p. 4. 
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パレルモ (Palermo)の古文書館で， 1350~1351年の間にパレルモで締結さ
れた四つの保険関連記録を発見し，紹介したが，その中には前述したよう
な保険を目的とする，無仮装の，独立の保険契約が存在していたのであ
る”。つまり，トスカナで純粋保険契約が登場する以前に，他の地域ですで
に純粋保険契約が存在し，行われていたことが初めて資料によって証明さ
れたのである。
それらの資料は，何れも公正証書の外形を持つものであったが，その内
容においては，前払い保険料，後払い保険金，航海条項，目的物の評価，
危険条項等の先進的契約要素を有する疑いの余地のない純正の保険であっ
た。これによって，純粋保険の登場時期は，従来の14世紀末説から14世紀
中葉へ変更せざるを得なくなった。
2. パレルモの保険証書と契約内容
パレルモの純粋保険契約に関連する資料としては，前述した Zenoが紹
介した四つの契約証書が有名であるが，ここではその中でも1350年3月15
日付の積荷保険契約8)と同年3月24日付の船舶保険契約の例を挙げ，その
内容を検討してみる 9)0
7) R. Zeno, Documenti per la storia de! dritto marittimo nei secoli XIIIe XIV, 
Torino, 1936., それらは， Palermoの公正人であったStefanode Amatoの記録か
ら発見したものであり， 1350年3月15日付の積荷保険証書2通， 1350年3月24日付
の船体及び運送費を対象とする証書， 1351年4月11日付の積荷保険証書である。そ
してそれらの契約は，何れも北アフリカのテュニージ(Tunez)が共通の航海目的地
であった。また (Melis,op. cit., p.194)には， 15世紀のPalermoの保険証書とし
て， 1436年2月9日付の契約もあるが，それは表現や証書の形式において， 14世紀
の同地域の保険証書とは多少異なる形態のものである。
8) Melis, op. cit., p.185, 及びTavolaIVには， 1350年3月15日証書の原文が掲載さ
れている。
9) Zeno, op. cit., pp.233-234., またRS.Lopez& I.W.Raymond, Medieval Trade 
in the Mediterranean World, Columbia Univ. Press, 1955. pp.260-261には，同
契約の英訳文がある。
154 (672) 第 45 巻第 4 号
(1) パレルモの積荷保険契約
「Eodemdie. Leonardus Cattaneus, civis et mercator Ianue, sponte 
assecuravit Benedicto de Prothonotaro de Messana florenos auri 
trecentos boni auri, etc., super salmis frumenti trecentisquinquaginta, 
generalis mensure et salme terre Sacce, oneratis per eundem 
Benedictum, in panfilo Corradini Bonelli de Cellis,vocato…., qui recessit 
de plagia terre Sacce, suscipiens dictus Leonardus ex causa assecur-
ationis eiusdem, in se et super se omne risicum periculum et fortunam 
Dei maris et gentium, quod et quam de predictis salmis frumenti 
trecentisquinquaginta pervenire contigerit a dicta plagia terre Sacce, ab 
ea hora, qua dictus panfilus de plagia ipsa recessit usque ad portum 
Tunisii, eundo, navigando et exonerando pro rata. Ita quod si forte de 
predictis frumenti salmis trecentisquinquaginta in totum, quod absit, 
damnum seu sinistrum pervenire contigerit, dictus Leonardus teneatur 
et debeat dictos florenos auri trecentos dare et solvere eidem Benedicto 
in urbe Panormi, infra mensem unum habitis certis novis de dampno et 
sinistro predicto; et si dictum dampnum in parte pervenire contigerit 
pro ea rata et parte qua dampnum et sinistrum ipsum perveniat. Pro 
qua securitate predicta, predictus Leonardus presente et hoc petente 
dicto Benedicto sollemniter confessus est se habuisse et recepisse ad 
eodem Benedicto florenos auri quinquagintaquatuor. Renuncians, etc. 
Que omnia et singula predicta promisit et convenit dictus Leonardus 
eidem Benedicto sollemniter stipulanti attendere, observare, etc., sub 
pena duppli dicte quantitatis florenorum ad opus, etc., qua pena 
commissa, etc., sub refectione dampnorum, etc., et sub ypoteca et 
obligacione, etc. Insuper dictus Benedictus voluit et mandavit quandam 
notam securitatis facte per eundem Leonardum eidem Benedicto de 
florenis auri trecentis, super salmis frumenti trecentisquinquaginta, a 
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plagia terre Sacce usque ad portum Gagete, super dicto panfilo, con-
fectam per manum notarii Rustici de Rustico, de mense februarii 
proximo preterito, cassam et vanam et nullius valoris atque momenti, 
renuncians privilegio fori et legi si convenerit, etc. 
Testes Petrus de Amato, Gregorius Cachola et Nicolaus de Guilelmo.」
—訳文ー一
「同じ日，ジェノヴァの市民であり，商人である LeonardusCattaneusは，
自らの意思でMessanaのBenedictode Prothonotaroを相手に350salmis
の小麦に対し，良き金で， 300金florinを保険した。（同貨物は）Sacce (シ
アッカ）で評価，計量され，同 Benedictoによって CorradiniBonelli de 
Cellisが船長である……と称される船舶に積載されるべきであり，同船舶
はSacceの海岸から出発する。上記の Leonardusは同保険契約の原因に
より，上記の350salmisの小麦に対する神の，海の，人によるすべての危険，
危険事故，（不）幸を引受けるが，それは（同貨物が） Sacceの海岸に到達，
接岸し，同船舶が同海岸を出発した時から Tunisii(テュニージ）に入港す
るまでであり，（途中の）進航，航海，荷卸しが可能で，（分損の場合は）
その比率を以て行う。しかして， もし上記の350salmisの小麦の全量が到
達，到着（することなく），滅失，損害，障害が生じた場合，上記の Leonardus
は同 Benedictoに対し，同損害や障害に対する確かな情報が到達した 1ヵ
月以内に，パレルモにて上記の300金florinを与え，支払う義務を有する。
そして， もし（目的地に）到着，到達した際の損害が分損である場合，そ
の比率と到着時の損害や障害が生じた部分を以て行うことにする。上記契
約に対する保険料として Leonardusは， Benedictoの面前で，また彼の要
求により，同 Benedictoから54florinを受領し，所有したる旨を厳粛に告白
す。（～についての抗弁を）放棄する。上記内容の全事，各事につき， Leonar-
dusは，契約の引受者である Benedictoに対し，同契約内容を遵守すること
を合意，約束する。違約金としては上記金額の 2倍（を支払う）云々，そ
の手数料云々，損害金の払戻し 云々，履行の担保として 云々。以上
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（の内容は）上記の Benedictoが自ら要求し，同保険契約は Leonardusと
Benedictoによって締結され， Sacceから Gagete港までの上記船舶の航
海における350salmisの小麦に対する300金florinの金額である。（本契約
証書は）公正人である Rusticide Rusticoの手によって作成され，今後の
2月までであり，その時には無効で効力なきことにし，もし（その時期が）
到来した場合，法外的，法内的特権を放棄する 云々 。
証人，Petrusde Amato, Gregorius Cachola, 又Nicolausde Guilelmo。」
上記の内容で見られるように本契約は，荷主である Benedictoが被保険
者，また LeonardusCattaneusが保険者となって締結された積荷保険契約
である。被保険目的物は，荷主所有の350salmis(トン）の小麦で，それに
対する保険金は300金florinである。
危険の始終期は，同貨物を積載した船舶がSacce(シアッカ）の海岸に到
達，接岸し，同海岸を出発した時から Tunisii(テュニージ）に入港するま
でであり，保険者はその間における神の，海の，人によるすべての危険，
危険事故，（不）幸を引受けることになっている。
目的物に対し全損が発生した場合，保険者はそれに対する確かな情報が
到達した 1ヵ月以内に，約束した保険金の全額をパレルモで支払う義務を
負い，他方，分損の場合は，到着時に把握される当該積荷の損害や滅失程
度に応じて填補することとなっている。
保険契約期間は，契約後，初めて来る 2月までであり，保険料は54florin
(18%)である。その他の違約金規定，訴訟維持費用，契約履行の担保関
係の条項等は，既に契約慣習として定型化されていたため，簡略にその存
在のみが記載されている。
特に本契約証書を通じて把握される特徴は，パレルモでは公正人が介在
した公正証書においても保険料の受領が明らかに許容されていたことであ
り，その外形も保険契約自体を目的とした簡略，明確な形態であることで
ある。そのため，この契約は，公正人が介入した純粋保険契約であり，契
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約形式の面では，公正人による保険性貸借と仲立人が介入した純粋保険契
約の中間形態に位置するものであると言える。
(2) パレルモの船舶保険契約
「Vicesimoquarto eiusdem mensis. Luckinus de Mari et Leonardus 
Cattaneus de Ianua sponte quilibet eorum pro medietate assecuraverunt 
Philippo de Cavegra de Vulture patrono eiusdem panfili vocati Sanctus 
Ampelius qui hodiema die de portu Panormi discessit florenos auri 
ducentos super dicto panfilo et eius corredis et iure nauli presentis 
viagii dicti panfili de omni risico periculo et fortuna dei maris et 
gentium quod et quam de predicto panfilo et eius guamimentis et 
corredo pervenire contigerit a portu Panormi ab ea hora qua dictus 
panfilus abinde discessit usque ad plagiam Sacce et ab eadem plagia 
usque ad portum Tunisii et portu Tunisii usque ad portum Mazarie seu 
Trapani usque ad illum videlicet portum predictorum apud quern dictus 
panfilus ibit causa faciendi portum eundo onerando exonerando redeun-
do pro rata viagio non mutato absque iusto impedimento dei maris et 
gentium. lta quod si forte de dicto panfilo et eius corredis ac iure nauli 
predicti in totum sinistrum pervenire contigerit dicti Luckinus et 
Leonardus teneantur dictos florenos auri ducentos dare et solvere 
eidem Philippo in Panormo infra mensem unum habitis certis novis et 
si acciderit pro parte ea rata et parte qua acciderit pro qua securitate 
sic ut supra facta dicti Luckinus et Leonardus presente et hoc petente 
dicto Philippo sollemniter confessi fuerunt se habuisse et recepisse ab 
eodem Philippo florenos auri viginti octo, renunciantes etc. 
Testes Peregrinus Coccorellus, Martinus Liccavela et Johannes 
Salvaygus.」
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一訳文ー一
「同月， 24日，ジェノヴァ人である Luckinus de mariとLeonardus 
Cattaneusは，自らの意思で各々半分ずつ（負担する）条件の下で保険した。
（被保険者である） VultureのPhilippusde Cavegraは，今日パレルモ港
から出航する SantaAmpeliusと称される同船舶の船長であり，上記船舶，
その属具，運送賃の取得権に対し， 200florin(を付保した），それは上記船
舶の航海における神の，海の，人による全ての危険と危険事故，不幸（を
対象とし），上記船舶，その索具，属具がパレルモ港に到着，接岸し10), 同
船舶が同港を出航する時から Sacce海岸まで，又同海岸から Tunizまで，
そして， Tuniz港から Mazarie或いは Trapani港まで，そして上記の場
所，即ち上記の港に入港するまでであり，上記船舶は上記地域の中のいず
れかに入港，航海，船積，荷卸し，帰港という確かな理由により航行する
ことができる。
（損害は）その比率に（応じて負担する），航路は神の，海の，人による正
当な障害ない限り，変更することができない。（次の内容）を明らかにす，
もし上記船舶，それの属具，そして上記の運送賃取得権につき，（それらが）
到着，接岸することができなく，またそれに全損が発生した場合，上記の
Luckinus及びLeonardusは，確かな情報が到達した後，続く 1ヵ月以内に
同Philippaに対し，パレルモにて上記の200florinを与え，支払うこと，そ
してもし，分損が生じた場合，その比率と分損が生じた部分を以て（負担
すべきこと），上記内容に対する保険料として上記の LuckinusとLeonar-
dusは， Philippaの前で，また彼の要求によりて，同 Philippaから28florin
を受領し，受取ったことを厳粛に告白す，（～についての抗弁を）放棄する
等。証人， PeregrinusCoccorellus, Martinus Liccavela, 及びIohannes
Salvaygus.」
10) イタリアの保険証書では，到着，接岸する場合， 'aplicuerit',或いは'conducta'
という表現が使われる場合が多い。
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上記の内容で分かるように本契約は，船舶保険であり，特に船体と後払
いの運送賃を保険の目的としている。そして，その契約内容を整理すると
以下のようである。
保険者である Luckinus,Leonardusの両人は，保険の目的物である船舶
の船長， Philippusを被保険者として保険契約を結んだ。保険目的物は，船
体とその属具，そして到着後に船長が受領することになっている運送費で
ある。それ故，被保険利益は所有利益と代償利益が複合した形であったと
言える。
被保険航海は，基本的にシチリアのパレルモ港を出発し，同パレルモに
帰港する一往復の航海であったが，その航路はパレルモから南西部の
Sacce (シアッカ）海岸を経由し， Tuniz(テュニージ）まで，また帰港の
時にはシチリア西北部の Mazarie(マチャリア）， Trapani(トラパニ）等
の地域に寄航することが可能であった11)。
そして，危険の始終期は，本保険契約が船舶保険であったため，それ以
前の他の契約と同様に，船舶の出港から帰港までである。保険目的物の価
額は，有形物と無形の期待利益を含む200florinとなっているが，実際の価
額よりは少ない金額だったであろう。
危険条項は，保険性貸借契約で既に定型化され，前掲の積荷保険契約で
も挙げられたように，神の，海の，人による全ての危険と危険事故であり，
保険者による包括的責任が契約のベースとなっていると言える。
保険金の支払いにおいて，全損の場合は，事故に対する明確な情報が到
達した後， 1ヵ月以内に，また分損の場合は，損害が生じた部分に対し二
人の保険者がその比率を以て填補することを約束している。
1) Lopez & Raymondの英訳，及び木村教授の訳文（「ロイズ保険証券生成史」，海
文堂， 1980,p.146)には，両方共に，帰港地がMazara,Trapaniとなっているが，
それは，解釈上のミスであろう。なぜなら，本文の中の "usquead ilium videlicet 
portum predictorum (その地，即ち上記の地に入港するまで）＂の内容で把握でき
るように，最終到着港はPalermoであるからである。
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最後に，保険者が保険料として28florin(14%)を受領したことが明記さ
れている。
II. パレルモ保険証書の特徴とその背景
1. パレルモ保険証書の特徴とそれをめぐる論識
上記の内容でも把握されるようにパレルモの保険契約は，同じ時期のジ
ェノヴァの解除条件付契約とは形態，内容面で完全に異なる性質のもので
あった。特に保険という契約上の目的を前面に出し，保険料取得の内容を
堂々と明かしている点で，保険契約自体を隠匿しようとする試みは全くな
いものであった。
特に，保険契約としての基本的契約要索は， トスカナの保険証券と比較
しても遜色がなく，反対にそれが公正証書という形式をとっているため，
契約に関する他の付加的内容を記入する必要がない単純，明瞭な内容の契
約証書であったと見られる。
ところが，それにも拘らず保険史の研究分野においては，パレルモの保
険証書が公開された後においても同契約例は大きく取り上げられず，ジェ
ノヴァ， トスカナのようなイタリア地域の資料が重視され，従来の保険制
度の発展時期に関する認識が急変することはなかった。
多分，それはパレルモ地域の保険関連資料が少なく，またそれ以前の契
約形態からのそのような急激な契約慣習の変化は考えにくく，また， トス
カナ地域の保険証券の方が後のイギリスの保険証券の形態と内容に非常に
近似していたため，従来の諸研究においてイタリア中心的先入観が支配的
であったからであろう。
それでは，なぜシチリアにおいてはイタリア本土よりも早い時期にその
ような保険契約上の発展と変化が行われたであろうか。その理由について
は，今日までほどんど指摘されることなく，それ故，的確な答えを得るこ
とができない。もちろん，それには，同資料が発見されたのが20世紀に入
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ってのことであり，何よりパレルモ地域の資料が少ないという理由もある。
ただ，現在まで発見された資料を通じて，考えられる背景としては，以
下のように，大きく二つの状況的要因を挙げることができる。
第一に当時の商業契約の資料から判断して，シチリアでは非常に早い時
期からイタリア本土とは異なる多種多様の類似保険制度が存在したことで
ある。第二に当時のシチリアは，スペインの属領であって，スペインの商
業慣習や行政が大きく影響した可能性があることである 12)。
2. シチリアの類似保険契約
中世のシチリアは，その地理的位置により，イタリアと北アフリカ，東
方諸国と西地中海諸国を結ぶ地中海の交易，海運の中継拠点地であった。
また当時のシチリアはスペインの属領であったため，同地にはイタリア，
スペイン人等多様な国籍の商人達が商行為を営んでいた13)0 
それ故，保険以外の他の商業契約においても，イタリアに比べ多様で，
発達した契約内容が見られるし，特に13世紀から14世紀初めの同地におけ
る保険性貸借の契約例を通じて，形式に拘らず，目的と状況に付合しうる
多様な形態の契約が存在していたことが分かる。
12)中世のシチリアは，地中海の交易，海運の中継拠点地であり， 1282年からはスペ
インのペドロ II世の征服によって，アラゴン (Aragon)王国の属領となっていた。
そのため，多くのスペイン商人や金融業者がPalermoとTrapaniに居住し，東地中
海諸国や北アフリカとの貿易に従事していた。そして，同地はそれ以前からも地中
海の大海運国家であったカタルーニャの通商組織と行政上の支配を受けていた。 (J.
M.Madurell, Garcia Sanz, Comandas Comerciales Barcelonesas de la Baja Edad 
Media, Barcelona, 1973, pp.35-., Michel de Bouard, "Problemes de Subsistan-
ces Dans un Etat Medieval", Annales D'Histoire economique et Sociale, 1938, 
Nov., pp.483-.) 
13)特にパレルモで結ばれた保険関連契約には，北アフリカやスペインを航海目的地
とする契約が多く，スペイン人被保険者の場合，自国の船舶を利用する傾向が強い。
なお，当時のシチリアはスペインの食糧供給地としても重要な役割を果たしていた。
(M.Bouard, op. cit., pp.483-.) 
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その一例として， 1337年4月4日にパレルモで締結された保険関連契約
の内容を挙げることができる。それは，バルセロナ人であるグリエルモ・
アルナルディとフィレンチェのペルチ (Peruzzi)家の代理人，フィリポデ
ランベルドとの間で結ばれた契約で，その内容と特徴を簡略に整理してみ
ると以下のようである14)。
「グリエルモは，バルセロナの二人の商人の依頼を受けた輸入代理人とし
て，彼の任務はシチリアで小麦 (frumentum)を購入すること，そしてそ
の場合の危険，危険事故，危険負担費用は売主側が負担する条件で契約を
結ぶことであった。そして彼は，ペルチ家の代理人であるフィリポと600
salmas (トン）の小麦を購入する契約を結んだ。
それは，バルセロナ人船長が指揮する同国船サンタ・ニコラス号が，シ
チリアの幾つかの港を寄航し，上記貨物を船積することで，その場合の船
積みに伴う関税，入港税等の諸経費は売主側が負担し，特に商品の船積に
際しては，買主が高品の質を見極め，積載する権限を有するという内容で
あった。つまり，船積終了までの諸経費は売主が負担し，買主は運送費と
バルセロナでの荷卸し費用を負担するということであり，そこには，特約
としてシチリアからカタルーニャまでの運送に随伴される危険を売主が負
担する条件が付加される (debetad omne risicum, periculum et fortunam 
Dei, maris et gencium dictorum venditoris et consortium)。
そして，取引代金の決済は，同貨物が目的地で荷卸され，買主に引渡さ
れた後， 45日以内に履行することにし，買主は船積と同時に支払いの保証
として売主を相手に，支払いの能力がある銀行に担保を提供することが要
求される (assecurareet cantos facere de solvendo precium supradictum 
-per bonum, ydoneum et sufficientem bancum)。そして最後にペルチ
家のもう一人の代理人であるバルトロメオが，カタルーニャまでの商品運
14) Adolf Schaube, "Die wahre Beschaffenheit der Versicherung in der Entste-
hungszeit des Versicherungswesens" Jahrbucher fur Nationalokonomic & 
Statistik, Dritte Folge, Bd.5, 1893, pp.474-. 再引用。
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送に同伴し，代金決済までの任務を遂行するという内容の契約である。」
即ち，上記の契約は，今日の貿易契約形態でも見られる C.& I.(Cost & 
Insurance)契約と類似しており，その内容からして CIF-F(運賃）の形
態に近い性格の契約であったと言える 15)。そして，代金決済においては銀行
による信用の供与が行われており，現在の L/Cベース取引の初期的形態を
伺わせるものである。そして，もしそれにおける定型的資料が存在すると
すれば，多分それは45日の期限付信用状 (UsanceCredit)であったと言え
よう。
このような契約例を通じても，当時のシチリア地域では，売買契約，保
険契約等の商業制度における高度の発展を遂げ，また商取引における一定
の自由が認められていたことが分かる。そのため，同地域でイタリアより
も早く，そして異なる形態の保険契約が生まれたとしても，おかしくない
のである。
特にこの契約のみならず，パレルモの保険関連の契約においては，危険
条項，寄航条項，航路変更の禁止， Renunciacion(放棄）条項等， とりわ
け，従来の保険性の貸借契約で使われた契約条項が多く見られる。そのよ
うな点から，パレルモの保険契約は，ジェノヴァのような人為的な制約に
よる奇形的変化の過程を経ず，保険性貸借契約から自然に変化し，純粋な
保険契約へと転化されたものと見るのが妥当であろう。
3 • スペイン保険証書との関係
パレルモでの純粋保険登場の背景を探るべきもう一つの手がかりは，前
述したようにスペインとの関連性である。即ち，当時のシチリアを掌握し
ていたのはスペインであり，それによってイタリアではなく，スペインの
保険制度がシチリアの保険契約環境に影響を及ぽした可能性もありうるか
15)この契約の場合，売主と買主との売買契約視点で，買主が支払う金額は，商品価
格 (Cost)と危険負担費用 (Insurance)だけであるからである。（この種の売買契
約の形態については，来住哲二，『基本貿易実務』，同文館， 1991,p.76. 参照）
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らである。そして，その関係を把握するためには，同時期のスペインの保
険契約を検討する必要がある。
しかし，残念ながら今日に至るまで14世紀中葉のスペインの保険証券は，
ほとんど残されていない。そのため，パレルモ証書との関係を明確に究明
することは難しい。ただ，参考として，その時代のものよりは新しいが，
現存するスペイン保険証書としては，バルセロナの1402年， 1428年の契約
証書を挙げることができる16)。
それらは前掲のパレルモの契約より，約50年近くの時間的隔たりはある
が，当時のジェノヴァの保険契約が約100年以上，同じ形態で続いたことを
勘案すると，これも一つの参考資料になると言える。
以下では， 1402年のバルセロナで結ばれた保険契約証書を挙げ，その内
容を検討してみる。
「Andreasde Patzis mercator florentinus nunc vero degens Barchinone 
attendens vos Anthonium Benedicto Bocii mercatorem florentinum vel 
alium pro eo honerasse seu honerari fecisse in Aquis Mortuis in navi 
Bernat Prats civis Dertuse centum quinquaginta quinque gerras olei 
signatas cum tali sig 〔 〕no que stimate fuerunt valere inter nos 
trecentos quinquaginta franchos auri Francie valentes ducentas sex-
aginta libras barchinonenses, attendens eciam inter me et vos Francis-
cum de Manelli mercatorem florentinum nunc moram trahentem Bar-
chinone susciperem omne risichum periculum et fortunam dictarum 
rerum excepta barataria usque videlicet ad quantitatem centurn quin-
quaginta libras. Idcirco gratis etc. suscipio -in me omne et quodcurnque 
16) 1402年の証書は， MarioDel Treppo, "Assicurazioni E Commercio Intern-
azionale A Barcellona nel 1428-1429", Rivista Storica Italiana, 1957, p.510., 他
方， 1428年4月12日証書は， Andre-E.Sayous, "Les Methodes Commerciales de 
Barcelone", Revue historique de droit francais et etranger, 1936, pp.263-265. に
掲載されている。特に1428年証書は，完全なスペイン語の文体で，契約書の形式も
1402年証書と異なる，より発展した形態である。
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periculum dampnum et risicum quod de ipsis rebus evenerit soluto de 
barateria a die qua recesserit dicta navis a dicto portu d Aquis Mortuis 
pro eundo ad Alexandriam et casu sive faciat la girada de Sicilia sive 
non quousque sit iuncta et applicata in dicto portu Alexandrie et post 
per viginti quatuor horas hac itaque etc. promittens contribuere in omni 
risico dictarum rerum pro dictis centum quinquaginta solvendas infra 
octo menses obligo etc. jur. etc. 
Testes Johannes Guillelmi al. Grasso et Simon Vidal cives Bar-
chinone, Franciscus Sobreats mercator Ville S.ti Mathei magistratus.」
（訳文）
「現在バルセロナに帰化したフィレンチェの商人Andreasde Patzisは，
フィレンチェ商人である汝， AnthoniumBenedicto Bordiならびにそれに
代わる者に対し，（以下の内容を）表明す。 155瓶のオリープは，（荷主）の
署名と〔 〕となる荷印によって，アクアモルタ (AquisMortuis)に
てDertuseの市民である BernatPratsの船舶に積込まれ，積載されるが，
それは，フランスの金貨で350フランと評価され，バルセロナの貨幣で260
リプラとなる。（それに対し）吾，及ぴ現在バルセロナに定住しているフィ
レンチェ商人， Franciscumde Manelliは，船員の非行を除き，上記貨物
に対するすべての危険，危険事故，及ぴ不幸を150リプラの額まで引受ける
ことを表明する。無償を理由として，云々。吾は，船員の非行を除き，同
貨物に発生するすべての危険事故，損害，及ぴ危険を引受けるが，（それは）
上記の船舶がアレックサンドリアに行くため，上記のアクアモルタ港を出
発した日からシチリアを迂回すると否とを問わず，上記のアレックサンド
リア港に到着，接岸し， 24時間が経過するまでである。そして，その方法
で，云々。上記貨物のすべての危険に対する上記の150リプラは8ヵ月以内
に支払われるべきこと約束する。義務云々。法的云々。
証人， GrassoのJohannes Guillelmi及ぴ，バルセロナの市民Simon
Vidal, S. ti Mathei地域の商人であり，行政官吏である FranciscusSo-
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breats。」
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上記のようにこの契約は積荷保険契約であり，保険者は共にバルセロナ
で居住するフィレンチェ人Andreasde PatzisとFranciscumde Manel-
Ii, そして被保険者は同じフィレンチェ商人である AnthoniumBenedicto 
Borciiである。
目的物は荷主所有の155瓶のオリーブで，目的物の価額は260バルセロナ
リブラ，それに対する保険金額は150リブラ，即ち一部保険であった。危険
の始終期は，同船舶がアクアモルタ港を出発したBからアレックサンドリ
ア港に到着，接岸し， 24時間が経過するまでであり，保険者は船員の非行
を除き，同貨物に発生する全ての危険事故，損害，及ぴ危険を引受けるこ
ととなっている。
保険契約期間は 8ヵ月で，保険料は記載されていない。
以上の内容でも把握されるように本証書は保険を目的とする純粋保険契
約であり，それを15世紀初のイタリアのジェノヴァやトスカナ地方の証券
と比較する場合，文体（ラテン語），表現，契約形式等の面において大きな
相違がある 17)。特に本証書には冒頭文言がなく，なお公正人の介入による公
正証書である等の点においては，外形上，前掲のパレルモの契約証書に非
常に類似していることが分かる。
そのため，これはシチリア保険証書がイタリアの契約形式より，スペイ
ンの保険証書と深い関連性を持つことを現すものであり，またそれを通じ
て逆にスペインの保険慣習が14世紀のパレルモの純粋保険契約の登場を導
く一つの誘因として作用した可能性も想像させるものであると言える。
もちろん，現在の段階では資料の不十分により，パレルモとスペインの
17) 14世紀末， 15世紀初のイタリア，特にトスカナ地域の純粋保険証券の場合，その
大多数が•Al nomine di Dio Amen"という冒頭文言から始まる。そしてイタリア
語の文体，また契約形式も仲立人の仲介による契約であり，バレルモやスペインの
保険証書とは異なる特徴をもっている。
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保険制度の共有点やその関係を明確に究明することはできない。しかし，
残された資料や状況からして両地域間の制度的交流があったことは確かで
あり，その上，スペインがトスカナとは異なる独自の保険契約慣習や形態
を有していたことが確かに推察できる。
IV. むすび
以上の内容で考察したようにパレルモの保険証書は，純粋保険契約に関
する契約例としては，現存する保険契約資料の中で最初のものであると評
価される。そして，それは14世紀のイタリアの保険証券とは異なる形態の
保険契約形式が既に地中海の一部地域に存在し，利用されていたことを立
証する貴重な史的資料であると言える。
そのような側面から同契約証書は，保険契約史の研究において大きな意
味を与えるものであり，今までの保険契約の発展過程に対する新しい認識
への転換の必要性を呼びかけるものであると言えよう。即ち，同資料の登
場によって，純粋保険の登場時期は，従来の14世紀末説から14世紀中葉の
方へ変更せざるを得なく，また最初の純粋保険契約の生成の地もトスカナ
地方からシチリア地域へと変えねばならないからである。
ところが，保険史の研究分野においては，パレルモの保険証書が公開さ
れた後も同契約例は大きく取上げられず，ジェノプァ， トスカナのような
イタリア地域の資料が重視され，従来の保険制度の発展時期に関する認識
が急変することはなかった。多分，それは，パレルモ地域の関連資料が少
なく，また， トスカナの保険証券が後のイギリスの保険証券の形態と内容
により近似していたためであり，その上，従来の諸研究においてイタリア
中心的先入観が支配的に残っていたからであろう。
しかし，前述したようにパレルモが位置していたシチリアは，当時のス
ペインとも深い政治的，経済的関連があり，スペインの保険制度の影響を
受けた可能性も見過ごすことができない。そして， もしそうであったとす
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ると，従来，スペインが保険制度の発展面において「劣っていた」という
既存の認識も変わらねばならないし，またそれを通じて今まで疑問視され
てきたスペインの保険法制定（バルセロナの1435年保険条例）の早期性や
背景も理解できるのであろう。
何れにしろ，パレルモの保険証書の例から確かに把握されることは，少
なくとも純粋保険は，イタリアより非制約的で，また交易上の多様性が認
められていた他の地域で先に登場したことであり，その後，教会法の影響
が比較的に弱かったトスカナ地域へ波及されるようになったことである。
そして，その後のトスカナ地域の保険制度は，地域性が反映され，また他
の契約条項が添加され，より発展した形として生まれ変わるようになった
と推察できる。
